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号 
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月
日 

東郷町議会議長 殿 

東郷町議会議員 

 

一 般 質 問 通 告 書 

東郷町議会会議規則第５９条第２項の規定により、次の事項について

質問（一問一答方式・一括質問方式）したいので通告します。  

 記 

（注）要旨は、具体的に記載すること。  

質 問 事 項 質  問  要  旨 答 弁 者 

№ 3 － 1 

議席番号 番 氏 名 
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１ セントラル開発

の現状と今後の取

組について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

２ 本町全体の人口

動向について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

2014年（平成 26年）11月の組合設立許可、 

2026年３月組合解散も予定変更。現在までの状況

並びに今後の予定について問う。 

⑴ 開発地区内の現状について 

ア 現在の地区内人口及び世帯数と建設中住居

建物数、建築確認申請数について伺う。  

イ 建設中の宿泊施設の完成時期と開業時期に

ついて伺う。 

ウ 申請されている沿道地区の商業施設及び予

定されている施設について伺う。 

エ 来年度東郷小学校の予定学級数及び児童生

徒数について伺う。 

オ 地区内５つの公園整備の進展状況と使用 

時期について伺う。 

カ 新字名、新住所の「桜の丘○丁目」の使用

時期について具体的に伺う。 

キ 地区内の自治会・コミュニティ施設の取得

及び開設・運営方法について伺う。 

ク 当初はこの３月末で組合解散予定も伸びて

いる。問題点や課題があれば伺う。 

 

人口は 2019年（R1）10月末 44,126人をピーク

に、今年 1月末は 43,856人。日本人が 732人減少。

外国人は 462人増加。自然増減、転出転入数、児

童生徒増減、婚姻数を伺う。 

⑴ 本町の実情把握 

 ア 著しい人口変化全般について伺う。 

 イ 近年の自然増減数（出生数及び死亡数）を

伺う（2023年以降～）。 

 ※減少対策や施策があれば伺う。 

ウ 近年の転入・転出者数の実情を伺う（2020

年以降～）。また対策や施策があれば伺う。 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水川 淳 

 

加藤 宏明 

１０ 
令和８年２月１０日 

午後２時４１分（メール） 

 

11 

無会派 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  
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３ 本町の行政区別

人口動向及び、行

政区・投票区の見

直しについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

エ 近年の婚姻数の実情を伺う（2010年、2015

年と 2020年以降～）。また対策や施策があれ

ば伺う。 

 オ 児童・生徒数、この 10年で約 400人の減少、

今後の動向予想を伺う。また対策や施策があ

れば伺う。 

 カ 現在、人口表示は月末で表示しているが、

近隣市、名古屋市の様に月初表示にならない

理由について改めて伺う。 

 

 本町には 18行政区がある、近年行政区内の人口

変化や通学児童生徒の変化、及び選挙投票所につ

いても見直しを考慮していく段階と考える。 

投票状況表示、期日前投票表示と併せ選挙全般に

ついて伺う。 

⑴ 行政区の問題点・課題・見直しについて問う。 

ア 18行政区での世帯数や人口の変化につい 

て伺う。 

イ 児童生徒数の変化についても伺う。 

ウ 18行政区内での各問題点。課題を伺う。 

⑵ 区長・自治会長など行政区の成り手不足が顕

著である、以前から提唱している定年された役

場職員に担う制度を提案したいが、見解を伺う。 

⑶ ６小学校、3中学校、学区の見直し、職員配

置の変化について伺う。 

 ア 学区内の児童・生徒数の変化及び今後の見

込みについて伺う。 

⑷ 各行政区の成り手不足などの問題点、各種行

事運営、イベント、夏祭り等、諸行事の運営に

ついて課題や問題点があれば伺う。 

⑸ 行政からの支援援助（資金以外）について伺

う。 

 

国政選挙が行われた。そこで本町の選挙体制、

投票所の設置、運営人材の確保問題、人材拘束時

間等について、及び投票所の見直し、集積化につ

いて伺う。 

⑹ 各投票所及び全体での経費、問題点。 

 ア 全体の経費及び各投票所（13箇所）での予

算と実費金額。 

 イ 各投票所への職員及び地域からの要請人

数、及び、延べ人数。人材要請での問題点、

課題があれば伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

町長 

担当部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 （注）要旨は、具体的に記載すること。  
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 ウ 期日前投票が 30％を超え、投票者の 50％に

迫る状況化で、投票所の見直し、集積化を検

討する時期と考えるが見解を伺う。 

 エ 期日前投票率増加を含め地区、投票所毎の

表示の検討について伺う。 

 オ 超短期決戦での選挙管理委員会準備期間や

対応について問う。 

⑺ 13投票所を 6投票所に集積できないかと考え

るが見解を伺う。 

 ・諸輪、諸輪住宅、御岳＝諸輪小学校 

  ・和合、傍示本、北山台＝役場（期日前所） 

  ・裕福寺、部田、春木台＝春木台小学校 

  ・白土＝音貝小学校 

 ・白鳥、押草、和合ケ丘＝高嶺小学校 

  ・部田山＝部田山コミセン 

⑻ 選挙管理委員会ホームページ活用について 

 ア 近隣市は、公営掲示板ポスター位置などを

ホームページで通知している。本町も公表す

べきと考えるが、見解を伺う。 

⑼ 国の問題と思うが、マイナンバーカードと活

用した投票意向についても見解を伺う。 

⑽ 今後、全般的（行政区・投票所）の見直しや

行政指導が不可欠と考えるが、当局の見解を伺

う。 

 

 

 

 


